
№ ご意見の要旨 ご意見に対する県の考え方

1
行動援護（訪問系サービス）について、課題で指摘されている通り地域
間格差があるように感じる。新たな事業所の参入や従事者の養成につい
て、はたらきかけを。

行動援護従事者養成研修は、強度行動障害支援者養成研修（実践研修）と併せて
開催しており、充実した研修体制により行動援護従事者の養成と質の向上を図っ
ています。
新たな事業所の参入につきましては、地域ニーズについて市町村と情報共有しな
がら、第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画に基づき、機会を捉えて
事業者に働きかけてまいります。

2
地域生活支援拠点の整備について、数字だけではなく、県内の現状が具
体的にわかるように記載を。（P10）

計画には記載しませんが、各圏域の整備状況（R2～4年度）について、「島根県障
がい者施策審議会」の資料（公表済）を元に参考資料を作成し、計画策定時にあ
わせて公表することを検討しています。

3
保護者や養護学校教員の負担軽減につながる「電子媒体の連絡帳」の導
入を進めてほしい。医療・福祉・保護者のメディカルケアステーション
（MCS）を利用している方があるが、教育との連携が出来ていない。

ご意見の趣旨は、障害福祉サービス等の見込量等を定める本計画で取り上げるこ
とはなじまないと考えていますが、ご提案の内容について、関係部局と連携を図
りながら、今後施策を推進するうえで参考とさせていただきます。
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4
計画にある数値目標の達成に向け、保健所がイニシアチブをとり、当事
者、家族会も入れた検討や総括行う場を設けてほしい。

ご提案の内容は、具体的な施策実施の参考とします。

5

P ．３　 [ コラム　あいサポート運動 ]

「障がいのある 方 」という表現について、「障がいのある 人 」とい
う表現に修正した方が適切ではないか。

　「障がいのある方」という表記を「障がいのある人」という表記に修正しまし
た（P3）。
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P.21 【訪問系サービスのサービス見込量】中、同行援護サービス見込
み量の月間利用人数が実績の８１％と大きく減ってる一方で、月の時間
数見込みは実績の１２６％となっている。

P.24 の「積算表」を見ると、松江圏域で同行援護が激減し、行動援護
がほぼその人数増えているが。これは、このような異動が起きるという
理解で間違いないか。

松江圏域の自治体へ確認したところ、同行援護サービス見込み量と行動援護サー
ビス見込み量が逆に記載されていましたので、修正しました（P21、P24）。

変更前　P21 変更後　P21
サービス 単位 R6年度 R7年度 R8年度 [参考]R5.7月 サービス 単位 R6年度 R7年度 R8年度 [参考]R5.7月

人 78 79 82 96 人 111 113 115 96
時間 1,056 1,074 1,095 835 時間 898 915 936 835
人 87 88 88 48 人 52 52 53 48
時間 1,243 1,255 1,268 1,143 時間 1,123 1,136 1,149 1,143
人 1,642 1,669 1,696 1,463 人 1,637 1,664 1,691 1,463
時間 26,218 26,854 27,512 24,303 時間 25,523 26,159 26,817 24,303

変更前　P24　③同行援護 変更後　P24　③同行援護
圏域 単位 R6年度 R7年度 R8年度 [参考]R5.7月 圏域 単位 R6年度 R7年度 R8年度 [参考]R5.7月

人 27 27 28 59 人 61 62 62 59
時間 614 623 635 637 時間 595 603 615 637
人 78 79 82 96 人 111 113 115 96
時間 1,056 1,074 1,095 835 時間 898 915 936 835

変更前　P24　③行動援護 変更後　P24　③行動援護
圏域 単位 R6年度 R7年度 R8年度 [参考]R5.7月 圏域 単位 R6年度 R7年度 R8年度 [参考]R5.7月

人 61 62 62 32 人 27 27 28 32
時間 592 603 615 707 時間 611 623 635 707
人 87 88 88 48 人 52 52 53 48
時間 1,243 1,255 1,268 1,143 時間 1,123 1,136 1,149 1,143

同行援護

行動援護

全県

同行援護

行動援護
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松江障がい保
健福祉圏域

全県

松江障がい保
健福祉圏域

全県

松江障がい保
健福祉圏域

全県

松江障がい保
健福祉圏域

全県
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①　P.48 　第５章の「 ( １ ) サービス提供に係る人材の研修」第２
段落中に、養成研修への積極的な応募を事業所に働きかける旨の補筆、
または、「・・・人材の養成と確保」の文言の前に「積極的な」と追加
で記載できないか。

②　同行援護は事業所が無いなど地域間格差が大きく、市部でも早朝や
土日、急な対応は受けてもらえない場合が多い。そういった状況を改善
するため、国に対して同行援護の単価引き上げ等を働きかけているが県
内事業所内でそういったスキルを持った従事者が一人でも多くなれば、
改善につながるのではないか。

③　研修の定数をコロナ禍以前に戻すこと、事業所への積極的な応募呼
びかけをお願いしたい。

①　計画書への補筆、追加記載はしませんが、各種養成研修の参加について、今
後も積極的に事業者へ働きかけてまいります。

②　県内では、令和５年11月１日現在、38の同行援護事業所（３事業所休止中）
がありますが、事業所のない市町村もあることから、市町村とも連携しながら、
訪問系の事業者等に対して参入の働きかけを行ってまいります。
　また、県では、平成23年度から同行援護従事者養成研修（一般研修課程・応用
研修課程）を実施し、従事者の養成を図っていますが、引き続き関係機関と連携
しながら、研修内容の充実を図ってまいります。

③　上記①②の考え方にも記載しておりますとおり、引き続き市町村や関係機関
と連携しながら、事業者に対し研修への積極的な参加を働きかけてまいります。


